
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続用紙を単位用紙に切断する用紙切断部と、あらかじめ設定した区分け単位を識別す
る区分け単位識別部と、ベルト移送機構を有し単位用紙をスタックするデリバリスタッカ
部と、前記用紙切断部と前記デリバリスタッカ部との駆動を各別に行う二つの駆動力伝達
機構と、前記区分け単位識別部が区分け単位を識別すると前記用紙切断部の駆動を停止す
る一方、前記デリバリスタッカ部のベルト移送機構の駆動は続行することにより、区分け
単位の単位用紙を前記デリバリスタッカ部にスタックして区分けする制御部と、を備えた

ことを特徴とする用紙区分け装置。
【請求項２】
　連続用紙を単位用紙に切断する用紙切断部と、あらかじめ設定した区分け単位を識別す
る区分け単位識別部と、ベルト移送機構を有し単位用紙をスタックするデリバリスタッカ
部と、前記用紙切断部と前記デリバリスタッカ部との駆動を各別に行う二つの駆動力伝達
機構と、前記区分け単位識別部が区分け単位を識別すると前記用紙切断部の駆動を停止す
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用紙区分け装置であって、区分け単位識別部は、定数枚毎の用紙区分けを行うために、区
分け枚数を記憶する記憶部と、用紙切断部で切断後の単位用紙の枚数をカウントする用紙
カウント部と、デリバリスタック部に配置し、単位用紙の枚数をカウントする用紙カウン
ト部とを有し、用紙切断部側の用紙カウント部が区分け単位の枚数をカウントすると用紙
切断部側の駆動伝達機構を停止し、デリバリスタック部側の用紙カウンタ部が区分け単位
の枚数をカウントすると、デリバリスタック部側の駆動伝達機構を停止するように、制御
部で制御する



る一方、前記デリバリスタッカ部のベルト移送機構の駆動は続行することにより、区分け
単位の単位用紙を前記デリバリスタッカ部にスタックして区分けする制御部と、を備えた

ことを特徴とする用紙区分け装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
　本発明は、連続用紙を切断して単位用紙化し、この単位用紙をあらかじめ設定した区分
け単位毎にデリバリスタッカに送って区分けする用紙区分け装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来知られている用紙区分け装置は、区分け単位の境界に合紙を挿入したり、区分け単
位毎に集積位置を変化することによって、区分け単位を区別して区分けを行うものであり
、区分け単位が互いに連続する状態で区分けしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　このため、合紙が離脱したり、集積した区分け済みの単位用紙が崩れたりすると、区分
け単位の境界を判別不能になってしまうという不都合があった。本発明は、この不都合を
解消し、確実な区分け動作をなし得る用紙区分け装置を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するために 本発明の用紙区分け装置は、連続用紙を単位
用紙に切断する用紙切断部と、あらかじめ設定した区分け単位を識別する区分け単位識別
部と、ベルト移送機構を有し単位用紙をスタックするデリバリスタッカ部と、前記用紙切
断部と前記デリバリスタッカ部との駆動を各別に行う二つの駆動力伝達機構と、前記区分
け単位識別部が区分け単位を識別すると前記用紙切断部の駆動を停止する一方、前記デリ
バリスタッカ部のベルト移送機構の駆動は続行することにより、区分け単位の単位用紙を
前記デリバリスタッカ部にスタックして区分けする制御部と、を備えた

こと
を特徴とするものである。
【０００５】
　また、請求項２に記載の本発明は、連続用紙を単位用紙に切断する用紙切断部と、あら
かじめ設定した区分け単位を識別する区分け単位識別部と、ベルト移送機構を有し単位用
紙をスタックするデリバリスタッカ部と、前記用紙切断部と前記デリバリスタッカ部との
駆動を各別に行う二つの駆動力伝達機構と、前記区分け単位識別部が区分け単位を識別す
ると前記用紙切断部の駆動を停止する一方、前記デリバリスタッカ部のベルト移送機構の
駆動は続行することにより、区分け単位の単位用紙を前記デリバリスタッカ部にスタック
して区分けする制御部と、を備えた
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用紙区分け装置であって、区分け単位識別部は、定数枚毎の用紙区分けを行うために、区
分け枚数を記憶する記憶部と、用紙切断部で切断後の区分け単位の最終の単位用紙のマー
クを検出するマークセンサと、デリバリスタック部の用紙切断部側端部に配置し、区分け
単位の最終の単位用紙のマークを検出するマークセンサとを有し、用紙切断部側のマーク
センサが区分け単位の最終の単位用紙のマークを検出すると用紙切断部側の駆動伝達機構
を停止し、デリバリスタック部側のマークセンサが区分け単位の最終の単位用紙のマーク
を検出すると、デリバリスタック部側の駆動伝達機構を停止するように、制御部で制御す
る

請求項１記載の

用紙区分け装置で
あって、区分け単位識別部は、定数枚毎の用紙区分けを行うために、区分け枚数を記憶す
る記憶部と、用紙切断部で切断後の単位用紙の枚数をカウントする用紙カウント部と、デ
リバリスタック部に配置し、単位用紙の枚数をカウントする用紙カウント部とを有し、用
紙切断部側の用紙カウント部が区分け単位の枚数をカウントすると用紙切断部側の駆動伝
達機構を停止し、デリバリスタック部側の用紙カウンタ部が区分け単位の枚数をカウント
すると、デリバリスタック部側の駆動伝達機構を停止するように、制御部で制御する

用紙区分け装置であって、区分け単位識別部は、定数
枚毎の用紙区分けを行うために、区分け枚数を記憶する記憶部と、用紙切断部で切断後の



ことを特徴とするものである。
【０００６】
【発明の実施形態】
　以下、本発明の好適な実施形態を添付図面に基づいて説明する。ここにおいて、図１は
用紙区分け装置を概略的に示す正面図、図２は用紙区分け装置の駆動系及び制御系の連繋
状態を示す概略的な説明図である。
【０００７】
　図１に示すように、機体１の取付け部２には、連続用紙Ｐ１を連続状態でＺ字状に三つ
折りする用紙折り装置３が、平面形状Ｕ字状のテンションバー４において着脱可能に設け
られている。前記テンションバー４には、連続用紙Ｐ１をその折り兼切り用ミシン目であ
る横ミシン目でジグザグ状に折り畳んだ状態で載置した用紙載置台５が、その一対の支持
アーム６，６の先端に設けた鉤状の係合部において係合支持されている。
【０００８】
　図示してはいないが、連続用紙Ｐ１は２つの平行に延びる縦ミシン目と幅方向両側に多
数のマージナル孔を設けた一対のマージナル部を有するとともに、前記横ミシン目を介し
て単位用紙Ｐ２が多数連接されてなる。また、前記連続用紙Ｐ１の各重ね合わせ面には、
所定の圧が付与されると接着可能となり、接着後に剥離可能な感圧性接着剤が塗布される
とともに、所定の情報が印字されているものである。
【０００９】
　用紙折り装置３の上方には、連続用紙Ｐ 1 をガイドするガイド板７が機体１に設けられ
、このガイド板７に続いて、前記連続用紙Ｐ１のマージナル孔が嵌合されるピンを備え、
前記連続用紙Ｐ１を引き出して移送する左右一対のトラクタ８が設けられている。このト
ラクタ８の移送方向先端近傍には、連続用紙Ｐ１のマージナル部を切断するためのマージ
ナルスリッタ９が設けられ、切断されたマージナル部はマージナル収納部１０に収納する
よう構成されている。
【００１０】
　マージナルスリッタ９に続いて、Ｚ字状の三つ折り状態に重ね合わせた連続用紙Ｐ１を
単位用紙Ｐ２に切断する用紙切断部が設けられている。この用紙切断部は、移送速度差に
よって連続用紙Ｐ１にテンションを与えるための、低速回転する上下一対のインフィード
ローラ１１と高速回転する上下一対のハイスピードローラ１２とを備えるとともに、連続
用紙Ｐ１の横ミシン目に当接して単位用紙Ｐ２毎に切断するブレード１３と、単位用紙Ｐ
２を搬送する搬送ベルト１４及び遊転コロ１５とを備えている。
【００１１】
　用紙切断部に続けて、前記単位用紙Ｐ２に重ね合わせ面の接着条件である圧力を付与す
る上下一対の圧着ローラ１６と、同じく上下一対の搬出ローラ３３とを設けている。図２
で明らかなように、前記圧着ローラ１６と前記搬出ローラ３３とは、後述するデリバリス
タッカ部のベルトコンベア２６とともに、それぞれ各別の駆動力伝達機構（図示せず）を
介して駆動モータ１７に連繋されている。そして、上述したトラクタ８、マージナルスリ
ッタ９、インフィードローラ１１、ハイスピードローラ１２及び搬送ベルト１４を駆動す
る駆動モータ１８の駆動力伝達機構（図示せず）とは独立して駆動される。
【００１２】
　各駆動モータ１７，１８は制御部１９によって駆動制御されるもので、前記制御部１９
には、区分けする用紙の区分け単位枚数や動作制御を行うための各種データを入力する例
えばキーボードからなる入力部２０と、前記区分け単位枚数をはじめとする各種データを
格納する記憶部２１とを接続している。なお、これら制御部１９、入力部２０及び記憶部
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区分け単位の最終の単位用紙のマークを検出するマークセンサと、デリバリスタック部の
用紙切断部側端部に配置し、区分け単位の最終の単位用紙のマークを検出するマークセン
サとを有し、用紙切断部側のマークセンサが区分け単位の最終の単位用紙のマークを検出
すると切断部側の駆動伝達機構を停止し、デリバリスタック部側のマークセンサが区分け
単位の最終の単位用紙のマークを検出すると、デリバリスタック部側の駆動伝達機構を停
止するように、制御部で制御する



２１は機体１に設けられている。
【００１３】
　搬送ベルト１４の上方に位置して、上部カバー３１には開閉自在な蓋２２が設けられて
おり、この蓋２２を開放すると、単位用紙Ｐ２を上下一対の挿入ガイド板２３で案内して
、一対の圧着ローラ１６間に挿入し得るよう構成されている。前記蓋２２の開閉動作はヒ
ンジ部に設けた検出スイッチ２４によって検出し、その検出信号を制御部１９に送って各
駆動モータ１７，１８が駆動中であればこれを停止するよう構成されている。
【００１４】
　また、挿入ガイド板２３の上方のものは平行な２枚の板からなり、その間に対応位置し
て前記挿入ガイド板２３の下方の板に対向するように、単位用紙Ｐ２が挿入されたことを
検出する用紙センサ２５が配置され、その検出信号は制御部１９に送られて駆動モータ１
７を所定時間駆動するよう構成されている。
【００１５】
　搬出ローラ３３に続いて、重ね合わせ面が圧着された単位用紙Ｐ２を順次スタックする
デリバリスタッカ部２６が設けられ、このデリバリスタッカ部２６はベルト移送機構たる
ベルトコンベア２６ａを備えている。このデリバリスタッカ部２６は一端側を上部カバー
３１に設けた支持軸２７に回動可能に支持する一方、他端側を機体１に支持した支持アー
ム２８に枢着し、この支持アーム２８を折り畳み可能に構成することによって、作動時に
おける水平（図１状態）または傾斜状態と待機時における垂直状態とに変位可能となって
いる。また、この枢着端側にはガイド板３６を設け、ベルトコンベア２６ａで移送してき
た単位用紙Ｐ２を、縦状態として集積するよう構成している。
【００１６】
　ベルトコンベア２６ａの搬出ローラ３３側の端部の上方には、単位用紙Ｐ２の枚数をカ
ウントする用紙カウンタ３４を配置している。また、ハイスピードローラ１２とブレード
１３との間には、単位用紙Ｐ２の搬送径路に対応位置して、単位用紙Ｐ２の枚数をカウン
トする用紙カウンタ３２を配置している。そして、これら用紙カウンタ３２，３４によっ
て用紙カウント部を構成している。これら用紙カウンタ３２，３４のカウント信号も制御
部１９に入力するよう構成している。なお、前記用紙カウンタ３２，３４と記憶部２１に
よって区分け単位識別部を構成する。
【００１７】
　また、機体１には、駆動モータ１８の動作をオンオフ制御する手動のオンオフスイッチ
３５が設けられている。そして、このオンオフスイッチ３５のオンオフ信号も前記制御部
１９に入力するよう構成している。
【００１８】
　一方、機体１の下面には、４隅部分にキャスター２９が設けられて、移動可能に構成さ
れる一方、正面側の各キャスター２９の内側にそれぞれ、ゴム性でネジ機構によって床面
を押圧する接地体３０を備えた固定部材が設けられている。この固定部材は正面側にしか
設けられていないが、接地体３０はゴム性で変形可能であるから、機体１を水平な安定し
た状態で設置し、キャスター２９による動きを防止している。
【００１９】
　続いて、上述の如く構成した本実施形態の動作について説明する。まず、所定枚数、例
えば３０枚を区分け単位として区分けを行う場合について説明すると、区分け単位の枚数
「３０」を入力部２０から入力するとともに、一対の圧着ローラ１６の上下間隔、単位用
紙Ｐ２の天地サイズ、紙厚等に応じた適性な処理スピード等のデータも入力部２０から入
力し、記憶部２１に格納しておく。
【００２０】
　そして、連続用紙Ｐ１を所定の折り畳み状態で載置した用紙載置台５を、その支持アー
ム６によって用紙折り装置３にセットしたうえ、連続用紙Ｐ１を用紙折り装置３を経て所
定の折り重ね状態にしてガイド板７に導き、さらに、連続用紙Ｐ１のマージナル孔をトラ
クタ８のピンに嵌合して所定状態にセットする。
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【００２１】
　ここで、メインスイッチ（図示せず）を投入すると、各駆動モータ１７，１８が駆動し
、連続用紙Ｐ１はトラクタ８で移送されて、マージナル部がマージナルスリッタ９により
切断除去され、さらに、インフィードローラ１１を経て、ハイスピードローラ１２に向け
て移送される一方、切断されたマージナル部はマージナル収納部１０に収納される。連続
用紙Ｐ１が、インフィードローラ１１とハイスピードローラ１２で挟持され、移送速度差
によってテンションが付与されると、ブレード１３が連続用紙Ｐ１の横ミシン目に当接し
て、この横ミシン目を破断し、連続用紙Ｐ１は単位用紙Ｐ２となる。この切断時に、用紙
カウンタ３２によって、単位用紙Ｐ２がカウントされる。
【００２２】
　単位用紙Ｐ２は搬送ベルト１４によって搬送され、遊転コロ１５を通過して圧着ローラ
１６に至り、上下から所定の圧が付与されて、重ね合わせ面が圧着される。この重ね合わ
せ面が圧着された単位用紙Ｐ２は、搬出ローラ３４によってベルトコンベア２６ａに搬出
され、順次ガイド板３６に向けて移送されて、このガイド板３６にガイドされて縦状態で
集積していく。単位用紙Ｐ２がベルトコンベア２６ａに搬出される時にも、用紙カウンタ
３４によってカウントされる。
【００２３】
　上述した、用紙カウンタ３２による単位用紙Ｐ２のカウント数が「３０」になると、制
御部１９からの制御信号で、カウントされた３０枚目の単位用紙Ｐ２が搬送ベルト１４か
ら圧着ローラ１６に送り出された後に、駆動モータ１８の駆動が停止され、新たな切断動
作は停止する。そして、この３０枚目の単位用紙Ｐ２を用紙カウンタ３４がカウントする
と、制御部１９からの制御信号で駆動モータ１８の駆動力伝達系において、圧着ローラ１
６と搬出ローラ３３に関する駆動力伝達系を遮断し、圧着ローラ１６と搬出ローラ３３と
の動作も停止する。
【００２４】
　したがって、指定された区分け単位である３０枚の単位用紙Ｐ２のみがベルトコンベア
２６ａ上に位置し、順次ガイド板３６方向に移送された各単位用紙２は、前記ガイド板３
６によって縦状態で集積され、区分けされるものである。この集積状態にある各単位用紙
Ｐ２を取り出せば、区分けした３０枚の単位用紙Ｐ２を得ることができる。そして、オン
オフスイッチ３５を投入すると、再び駆動モータ１８が駆動し、圧着ローラ１６と搬出ロ
ーラ３３に関する駆動力伝達系が連繋されて、上述した動作を繰り返すものである。
【００２５】
　次に、単位用紙Ｐ２に設けた区分けマーク（図示せず）によって、区分け単位毎に区分
けする場合について説明する。この場合には、区分けマークを読み取るマークセンサを上
述した用紙カウンタ３２，３４に変えて同位置に配置し、連続用紙Ｐ１を単位用紙Ｐ２に
切断する際に、この区分けマークを読み取り、区分け単位の最終の単位用紙Ｐ２を検出す
ると、制御部１９からの制御信号で、検出された最終の単位用紙Ｐ２が搬送ベルト１４か
ら圧着ローラ１６に送り出された後に、駆動モータ１８の駆動が停止され、新たな切断動
作は停止する。そして、この区分け単位の最終の単位用紙Ｐ２をベルトコンベア２６ａに
対応して設けたマークセンサが検出すると、制御部１９からの制御信号で駆動モータ１８
の駆動力伝達系において、圧着ローラ１６と搬出ローラ３３に関する駆動力伝達系を遮断
し、これら圧着ローラ１６と搬出ローラ３３との動作も停止する。
【００２６】
　このようにして、区分けマークで指定された一区分け単位の単位用紙Ｐ２のみがベルト
コンベア２６ａ上に位置し、順次ガイド板３６方向に移送された各単位用紙Ｐ２は、ガイ
ド板３６によって縦状態で集積され、区分けされるものである。この集積状態にある各単
位用紙Ｐ２を取り出せば、区分けした単位用紙Ｐ２を得ることができる。そして、オンオ
フスイッチ３５を投入すると、駆動モータ１８が駆動し、圧着ローラ１６と搬出ローラ３
３に関する駆動力伝達系が連繋して、同様の区分け動作を繰り返すものである。
【００２７】
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　また、上述した一連の加工及び区分け動作においてジャム等により重ね合わせ面が接着
されない単位用紙Ｐ２が生じたり、１枚の単位用紙Ｐ２のみを接着する必要が生じた場合
には、上部カバー３１の蓋２２を開放すると、開放状態が検出スイッチ２４により検出さ
れ、駆動モータ１７，１８が駆動中であれば、制御部１９によってこれが停止される。こ
こで、単位用紙Ｐ２を挿入ガイド板２３に沿って挿入し、一対の圧着ローラ１６に向けて
送り込むと、用紙センサ２５がこの単位用紙Ｐ２を検出して検出信号を制御部１９に送り
、制御部１９からの制御信号で駆動モータ１７が始動される。したがって、単位用紙Ｐ２
に対して前記一対の圧着ローラ１６により所定の圧が付与され、重ね合わせ面が圧着され
て、デリバリスタッカ部２６に移送される。
【００２８】
　なお、本発明は上述した実施例に限定されるものではなく、例えば、連続用紙Ｐ１の重
ね合わせ状態は、三つ折りに限らず、二つ折りでもよいほか、折り重ねではなく、切り重
ねしたものでもよい。また、重ね合わせ面の接着状態は全面的に接着するほか、封筒、冊
子のように周辺または一側辺等、一部を接着する形態のものでもよい。そして、この折り
動作に応じた構成の用紙折り装置３が使用され、切り重ねの場合には用紙折り装置３は不
要となる。さらに、区分け動作は、必ずしも、圧着動作と組み合わせて行う必要はない。
【００２９】
　また、オンオフスイッチ３５は手動ではなく自動的にオンオフするよう構成することも
でき、例えば、区分け終了後に、あらかじめ設定した所定時間（例えば１０～１５秒後）
が経過すると自動的にオン動作するよう構成したり、あるいは、集積状態にある単位用紙
Ｐ２を取り出し後、あらかじめ設定した所定時間（例えば２～３秒後）が経過すると自動
的にオン動作するよう構成してもよい。
【００３０】
【発明の効果】
　以上説明したところで明らかなように、請求項１に記載した発明によれば、連続用紙を
切断して得た単位用紙の区分けする動作を、区分け単位の単位用紙を切断して

時点で切断動作を停止し、デリバリスタッカ部に区
分け単位の単位用紙のみを集積して行う

という効
果を奏する。
【００３１】
　また、請求項２に記載した発明によれば、連続用紙を切断して得た単位用紙の区分けす
る動作を、区分け単位の単位用紙を切断した時点で所定の単位用紙のマークを検出すると
切断動作を停止し、デリバリスタッカ部に区分け単位の単位用紙のみを集積して行う

という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　用紙区分け装置を概略的に示す正面図。
【図２】　用紙区分け装置の駆動系及び制御系の連繋状態を示す概略的な説明図。
【符号の説明】
　１　　　機体
　３　　　用紙折り装置
　５　　　用紙載置台
　８　　　トラクタ
　１１　　　インフィードローラ
　１２　　　ハイスピードローラ
　１３　　　ブレード
　１４　　　搬送ベルト
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、用紙切断
部側の用紙カウント部でカウントした

とともに、集積した単位用紙をカウント部でカウ
ントしてその枚数が区分け単位に達するとデリバリスタッカ部の駆動を停止するので、確
実な区分けが可能となるうえ、定数枚毎の区分け動作を確実に行うことができる

とと
もに、集積した単位用紙が区分け単位に達して所定の単位用紙のマークを検出するとデリ
バリスタッカ部の駆動を停止するので、確実な区分けが可能となるうえ、定数枚毎の区分
け動作を確実に行うことができる



　１７，１８　　　駆動モータ
　１９　　　制御部
　２０　　　入力部
　２１　　　記憶部
　２６　　　デリバリスタッカ部
　２６ａ　　　ベルトコンベア
　３２，３４　　　用紙カウンタ
　３３　　　搬出ローラ
　３５　　　オンオフスイッチ
　Ｐ１　　　連続用紙
　Ｐ２　　　単位用紙
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